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Calculated MW:73kD;Observed MW:73kD

SDHA

SDHA;SDH2;SDHF;Succinate dehydrogenase [ubiquinone] flavoprotein
subunit;mitochondrial;Flavoprotein subunit of complex II;Fp
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。この遺伝子は、ミトコンドリア呼吸鎖複合体であるコハク酸ユビキノン酸化還元酵素の主要触媒サブユニットをコードする。この複合体は核コードされた4つのサブユニットで構成され、ミトコンドリア内膜に局在する。この遺伝子の変異は、リー症候群として知られるミトコンドリア呼吸鎖欠損症と関連している。偽遺伝子が染色体3q29に同定されている。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2014年6月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	SDHAウサギmAbを用いたHela細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓組織の免疫組織化学分析。1、SDHAウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット腎臓組織の免疫組織化学分析。1、SDHAウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

